
１位
平野 さおり

（がん愛知）
２９２点

２位
辻村 桂子

（がん愛知）
２８１点

３位
荻野 由起子

（がん愛知）
２７５点

※女性はハンデ40

結 果
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＜がんセンター中央病院＞ 正規 非常勤

医師 17 △ 30 サブスペシャリティー専門医対策

医師 1 遺伝子病理診断部の体制強化

看護師 △ 15 ７対１対応（患者数411人→390人）

看護師 △ 1 育短等による不足時間補充(9人→8人)

診療放射線技師 1 ＭＲＩ検査業務の強化

看護補助 △ 1 2 看護補助嘱託員の適正化

事務 1 臨床研究支援業務の強化

薬剤師 1 治験事務局の体制強化

遺伝カウンセラー 1 リスク評価センターの新設

小計 5 △ 28

＜がんセンター愛知病院＞ 正規 非常勤

△ 283 △ 18 岡崎市への診療機能の移管（がんセンター愛知病院の廃止）

小計 △ 283 △ 18

＜精神医療センター＞ 正規 非常勤

事務 △ 1 事務体制の強化(改築事務要員の削減)

小計 △ 1 0

＜小児センター＞ 正規 非常勤

医師 2 救急科医の体制強化

事務 1 労働基準監督署の指導対応

小計 3 0

＜本庁＞ 正規 非常勤

△ 2 がんセンター愛知病院の廃止

小計 △ 2 0

合計 △ 278 △ 46

2019年２月28日 愛知県病院事業庁職員組合ニュース №114 (4)

（
小
児
セ
ン
タ
ー
・看
護
師
）

周
り
の
方
の
ご
指
導
を
受

け
な
が
ら
、
一
生
懸
命
務
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
・
看
護
師
）

役
員
経
歴
も
特
に
な
く
、
組
合

に
関
し
て
は
知
識
も
不
足
し
て
い

ま
す
が
、
組
合
員
に
と
っ
て
ど
の

よ
う
な
利
益
が
あ
る
か
を
伝
え
て

い
け
る
立
場
を
目
標
に
、
先
輩
方

の
ご
指
導
の
も
と
職
務
を
全
う
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
が
ん
愛
知
病
院
・

調
理
師
）

病
院
事
業
庁
職
員
組
合
役
員
は
、

年
齢
的
に
も
最
後
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
出
来
る
限
り
組
合
に
協
力
し
、

職
場
の
必
要
性
と
、
働
き
続
け
ら

れ
る
職
場
を
求
め
て
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
・

看
護
師
）

が
ん
ば
り
ま
す
。

（
病
院
事
業
庁
・

事
務
）

微
力
な
が
ら
頑
張
り
ま
す
。

２
月
７
日
、
ア
イ
リ
ス
愛
知
で
病
院
事
業
庁
か
ら
口
頭
で
定
数
の
増
減
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

が
ん
中
央
で
は
、
レ
ジ
デ
ン
ト
の
処
遇
改
善
と
し
て
、
専
門
医
の
資
格
が

取
得
で
き
る
サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
ー
へ
と
正
規
化
さ
れ
ま
す
が
、
医
師
の

総
数
は
12
名
減
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
看
護
師
も
16
名
減
と
な
り
、
４
月
か

ら
施
行
さ
れ
る
改
正
労
働
基
準
法
を
遵
守
で
き
る
の
か
気
に
な
る
と
こ
ろ
で

す
。岡

崎
市
へ
派
遣
さ
れ
る
職
員
は
定
数
か
ら
除
外
さ
れ
る
た
め
、
が

ん
愛
知
の
定
数
は
ゼ
ロ
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

小
児
セ
ン
タ
ー
は
、
労
働
基
準
法
遵
守
に
よ
り
医
師
が
２
名
増
員

さ
れ
ま
す
。
事
務
は
仮
配
置
が
正
規
化
さ
れ
た
も
の
で
今
年
度
と
変

わ
り
ま
せ
ん
。



４
月
に
は
、
が
ん
セ
ン

タ
ー
愛
知
病
院
が
県
立
病

院
の
幕
を
下
ろ
し
、
岡
崎

市
の
愛
知
病
院
と
な
り
ま

す
。
愛
知
病
院
分
会
も
今

後
ど
う
す
る
か
を
決
め
な

け
れ
ば
い
け
な
い
が
、
県

職
員
と
し
て
岡
崎
市
へ
派

遣
さ
れ
る
の
で
、
同
じ
組

合
員
の
仲
間
と
し
て
活
動

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
本
日
の
中
央
委

員
会
は
、
６
月
ま
で
の
活

動
方
針
に
つ
い
て
議
論
を

お
願
い
し
ま
す
、
と
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

浅
見
中
央
委
員

（
小
児
セ
ン
タ
ー
分
会
）

職
場
要
求
の
回
答
の
内

容
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し

い
。小

児
セ
ン
タ
ー
の
言
語

聴
覚
士
の
要
求
で
回
答
が

「
現
状
ど
お
り
と
し
た
い
。
」

と
あ
る
の
は
、
今
は
定
数

５
だ
が
現
員
６
な
の
で
、

過
員
を
認
め
る
と
考
え
て

よ
い
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、

現
在
欠
員
と
な
っ
て
い
る

部
分
は
採
用
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。

（
本
部
）

現
状
は
定
数
５
で
現
員

６
と
な
っ
て
い
る
。

過
員
の
ま
ま
と
思
わ
れ
、

欠
員
分
に
つ
い
て
は
病
院

事
業
庁
に
確
認
し
て
、
浅

見
中
央
委
員
に
回
答
し
た

い
。

安
藤
中
央
委
員

（
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー

分
会
）

薬
剤
師
、
栄
養
士
、
調

理
従
事
者
の
２
５
０
０
円

の
調
整
額
が
廃
止
さ
れ
た
。

病
院
事
業
庁
と
し
て
、

知
事
部
局
に
は
な
い
特
殊

勤
務
手
当
を
認
め
さ
せ
る

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
。

（
本
部
）

調
整
額
を
再
度
要
求
す

る
こ
と
は
難
し
い
と
思
う
。

薬
剤
師
、
栄
養
士
な
ど
は
、

特
殊
勤
務
手
当
を
要
求
し

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

病
院
事
業
庁
し
か
行
っ

て
い
な
い
業
務
で
あ
れ
ば

手
当
を
つ
け
る
可
能
性
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

2019年２月28日 愛知県病院事業庁職員組合ニュース №114 (2)

２
月
19
日
、
ア
イ
リ
ス
愛
知
に
お
い
て
、
第

24
回
中
央
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

（
中
央
委
員
定
数
28
名
の
う
ち
、
出
席
23
名
、

委
任
状
提
出
３
名
、
欠
席
２
名
）

中
央
委
員
会
で
は
、
初
め
に
一
般
経
過
、
中

央
委
員
会
委
員
・
各
種
委
員
会
委
員
、
２
０
１

８
年
度
会
計
決
算
、
会
計
監
査
の
報
告
を
行
い
、

次
に
当
面
の
取
り
組
み
、
２
０
１
９
年
度
予
算

の
補
正
に
つ
い
て
議
案
提
案
し
、
質
疑
、
答
弁

の
後
、
賛
成
多
数
で
承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

職
場
要
求
の

回
答

調
整
額
に
代
わ
る

手
当
の
要
求

安
藤
中
央
委
員

（
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー

分
会
）

働
き
方
改
革
に
よ
り
年

休
取
得
５
日
未
満
の
職
員

に
対
し
て
上
司
が
時
季
指

定
を
行
う
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
年
休
の
趣
旨
は

必
要
な
と
き
に
取
得
す
る

も
の
で
あ
る
と
思
う
。

ま
た
、
指
定
さ
れ
る
と

他
の
職
員
が
年
休
を
取
得

で
き
な
く
恐
れ
が
あ
る
。

指
定
を
優
先
さ
せ
る
こ

と
な
く
取
得
で
き
る
方
法

を
考
え
て
ほ
し
い
。

（
本
部
）

４
月
か
ら
改
正
労
働
基

準
法
が
施
行
さ
れ
、
年
休

５
日
が
義
務
化
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
時
間
休
の
合
計

の
５
日
は
駄
目
で
あ
る
。

優
先
順
位
で
は
な
い
が
、

①
働
い
て
い
る
職
員
か
ら

の
申
し
出
、
②
５
日
間
取

得
で
き
な
い
職
員
に
時
季

指
定
、
③
ど
う
し
て
も
取

得
で
き
な
い
人
に
は
勤
務

表
作
成
時
に
年
休
が
組
み

込
ま
れ
る
。
こ
と
に
な
る

の
で
は
な
い
か
。

年
休
が
重
な
っ
た
場
合

は
職
場
の
状
況
に
よ
る
が
、

問
題
が
生
じ
な
い
よ
う
に

病
院
事
業
庁
と
話
し
合
っ

て
い
き
た
い
。

安
藤
中
央
委
員

年
休
を
勤
務
表
に
組
み

込
ま
れ
た
と
き
に
、
こ
ち

ら
が
感
謝
す
る
こ
と
が
あ

る
が
、
そ
れ
は
お
か
し
い

と
思
う
。
ま
た
、
取
得
日

数
が
少
な
い
人
が
優
先
的

に
取
得
す
る
の
は
ど
う
か
。

考
え
て
ほ
し
い
。

（
本
部
）

年
休
の
取
得
に
つ
い
て

は
分
会
委
員
会
等
で
し
っ

か
り
と
議
論
を
し
て
ほ
し

い
。

安
藤
中
央
委
員

（
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー

分
会
）

36
協
定
の
医
師
の
２
０

０
０
時
間
は
上
限
が
な
い

よ
う
に
感
じ
る
。
今
回
、

所
属
か
ら
何
も
提
示
が
な

く
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

３
月
中
の
締
結
は
無
理

で
は
な
い
か
。

（
本
部
）

月
45
時
間
、
年
３
６
０

時
間
が
基
準
で
あ
っ
た
が
、

月
45
時
間
、
年
３
６
０
時

間
が
法
律
で
定
め
ら
れ
た
。

特
別
条
項
も
６
ヶ
月
平
均

80
時
間
、
１
ヶ
月
１
０
０

時
間
未
満
年
７
２
０
時
間

で
あ
り
、
時
間
外
勤
務
に

は
休
日
勤
務
も
含
ま
れ
る
。

医
師
は
５
年
間
猶
予
期

間
が
あ
り
、
医
師
の
ほ
と

ん
ど
は
非
組
合
員
で
あ
る

が
、
厚
生
労
働
省
検
討
会

の
内
容
に
つ
い
て
は
注
視

し
て
い
き
た
い
。

安
藤
中
央
委
員

（
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー

分
会
）

病
院
事
業
庁
に
３
つ
の

病
院
し
か
残
ら
な
く
な
る

で
、
病
院
職
場
で
あ
る
コ

ロ
ニ
ー
と
も
情
報
交
換
し

な
が
ら
同
じ
要
求
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
ど
う
か
。

（
本
部
）

が
ん
、
精
神
、
小
児

の
３
つ
と
な
る
が
、
コ
ロ

ニ
ー
が
支
部
か
ら
一
支
部

の
分
会
に
な
る
の
で
ち
ょ
っ

と
難
し
い
と
考
え
る
。
連

携
を
密
に
し
て
い
く
こ
と

は
必
要
と
思
う
。

コ
ロ
ニ
ー
に
も
病
院
が

あ
る
の
で
、
要
求
内
容
で

一
致
で
き
れ
ば
良
い
と
思

う
。

(3) 愛知県病院事業庁職員組合ニュース №114 2019年２月28日

２
月
19
日
、
ア
イ
リ
ス
愛
知
に
お
い
て
、

第
24
回
中
央
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

中
央
委
員
会
で
は
、
一
般
経
過
、
２
０

１
８
年
度
決
算
、
会
計
監
査
報
告
。
６
月

ま
で
の
当
面
の
闘
争
方
針
、
２
０
１
９
年

度
予
算
の
更
正
の
提
起
が
さ
れ
、
承
認
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

病
院
組
合
か
ら
は
、
中
央
委
員
全
員
が

出
席
し
ま
し
た
。
（
定
数
14
名
）

年
休
の

時
季
指
定

コ
ロ
ニ
ー
と
の

情
報
交
換

36
協
定
の

締
結
に
つ
い
て


